
中筋川ダム周辺の安全利用点検を実施しました！

横瀬川ダム上流の環境を調査しました！

一生原トンネルが開通しました！

今年も中筋川ダムで蛍がみられる！！！
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国土交通省四国地方整備局

渡川ダム統合管理事務所

４月８日（木）、「トンボと自然を考える会」の杉村
先生方と、横瀬川ダムの上流でムカシトンボの生息調
査を行いました。ムカシトンボは、幼虫の期間（５～
６年）は、人が飲めるほど水が綺麗で、低水温でない
と生息できず、県内でも生息地域が減少しているそう
です。今回の調査で、横瀬川ダムが完成してからも、
ムカシトンボの幼虫が生息していることから良好な自
然が維持されていることを確認することができました。

その他にも、オジロサナエやシコクトゲオトンボの幼虫
（ヤゴ）などの生息も確認できました！

ムカシトンボ

トンボは、昔から人々と共存して生きてきたそうです。そ
して、生息しているトンボの種類を調査することで、その
土地の環境の変化や水温などもわかるそうです。今後も、
ムカシトンボが、住み続けられる自然豊かな横瀬川であり
つづけられるよう、環境調査などを続け見守っていきます。

いざ出発！

事務所～ダムの堤体 ダムサイト公園 蛍湖ゴルフパーク周辺梅の木公園～炭焼き小屋

ここは再度
調査が必要やね！

ここは危ないね！
看板を設置して
注意喚起しよう！

各自危ないと感じた
箇所を共有中・・・

ムカシトンボを発見！

安全利用点検を実施しました！

ヤゴは種類によって
見た目が全然違うん
だね！！

これからも日々の点検も継続しながら、
ダム周辺の施設を安全に利用してもら
えるよう取り組みを続けていきます！

中筋川ダム周辺の公園や川辺等で、安全利用点検を実施しました。 事務所職員・公園管理者の宿毛市・三原村が
共同で一般の方々の視点で危険な箇所や対策できることはあるかを思慮しながら見回りを行い、改善点等を確認し
ました。 ご利用の際は、コロナ対策はもちろん、天気の変化や川の流れにも十分にお気をつけください。



令和３年度の「ほたるっ子」はメンバーが入れ替わり女性職員５名になりました。
まだまだ新型コロナウイルスの影響で思うように行動できませんが、みんなで協力し合い、
日々、明るい気持ちで過ごせるように頑張りたいと思います。
今年度もダムや地域の情報を分かりやすくお伝えしていきたいと思いますので

どうぞよろしくお願いいたします。

▼横瀬川ダム管理庁舎
〒788-0784
高知県宿毛市山奈町山田字陰平山6144-10
TEL : 0880-37-5761  FAX : 0880-37-5763

｢ほたるっ子｣に関するご意見・お問い合わせ、
中筋川ダム・横瀬川ダム見学をご希望の方はこちらまで

▼渡川ダム統合管理事務所
〒788-0781
高知県宿毛市平田町黒川字櫛ヶ崎山5312-48
TEL : 0880-66-2501  FAX : 0880-66-2511
URL :http://www.skr.mlit.go.jp/watarigawadam/index.html
MAIL : skr-f7950@mlit.go.jp

＼NEW／

一生原トンネルが開通しました！！
令和3年３月３１日に完成しました。4月1日より通行可能になっています。

県道50号線からのアクセスが可能になり今までより、
横瀬川ダムへのアクセスがぐっと便利になります。ダムカードも配布中ですので

自然豊かな横瀬川ダムへお越しの際はぜひご通行ください！！

トンネル内部

有岡側 横瀬川ダム側

中筋川ダムといえば

今年もホタルの季節がやってきます！
中筋川ダムの下流沿いでは、今年は、
例年より1週間ほど早くたくさんの
ホタルが飛び交っています。
5月10日頃より飛びはじめ幻想的な
雰囲気が楽しめます！

ホタルの飛び交う様子

＼開通しました／ 一生原トンネル

トンネル内は幅が狭いので、
すれ違いに注意！！
待避所あります。


